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公賓とは ｢盈遠望堤全上の支障のうち､事業活動 - ･｣
* 環韓基本計画の策定 (平成6年)
第3善吉第1車5節 化学物質の環境 Lrスク対策














































































⊥ 昼型 垂軍些 都市型公害-
ー自動車f,気ガス間盟.窒葉酸化物による光化
学スモッグ､ディー ゼル嫌気頼子
,廃棄相聞旺:ダイオキシン頴の発生､土壌汚染,
地下水汚染
■他項環境問甥:フロンの放出によるオゾン,rdの
破頓､二酸化炭素の増加による
地球温暖化
環境基本計画の策定(平成6年)
第3部軍1車5節 化学物質の瑚壌リスク対完
化学物質が環境の保全上の支津を生じさせる
おそれ(以下｢環境リスク｣という)をできるだけ
定量的に評価し-I
環墳政策に初めて｢リスク｣の概念を導入
｢リスク｣とは｢望ましくない結果とそれがおこる
予測崖盃藍J
】事後対策から未然防止-
-.ilリスクの堀意の導入による新たな環境開
朗対策を展開
■確率的にリスクを予測し､リスクの低滋対
葉をとる未然防止の原則
L個々の汚染髄質を規制するのみでなく包
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